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第９回講義の基本問題・応用問題（その１） 

学 籍 番 号 
     

提出日  月  日 ９ 

１学籍 
学部    年 

氏 名  
 

問９－１ 規制目的二分論について、整理せよ。特に、なぜ、そのように規制目的を二分

し、異なる違憲審査基準を使い分ける必要があるのか。 
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第９回講義の基本問題・応用問題（その２） 

学 籍 番 号 
     

提出日  月  日 ９ 

２学籍 
学部    年 

氏 名  
 

問９－２ 薬局距離制限事件の第 1 審及び控訴審段階での主要な論点は、何であったのか

（第 1 審及び控訴審判決を調べてみよ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－３ はたして、経済的自由権に対する規制の目的は、消極的なものと積極的なもの

とに峻別することが可能か。 
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第９回講義の基本問題・応用問題（その３） 

学 籍 番 号 
     

提出日  月  日 ９ 

３学籍 
学部    年 

氏 名  
 

問９－４ 「国民の生命や健康への危険を防止するための消極目的規制は、積極目的規制

と比べ、より行われる必要性が高いにもかかわらず、厳格な合理性の基準が用

いられ、違憲無効とされやすい。そうであれば、規制目的二分論は、消極目的

規制がねらいとする国民の生命や健康の維持よりも、積極的な経済政策の実施

のほうが、より保護に値するという不自然な前提をとっているようにも考えら

れる」という見解に対して、論評せよ。 

 


